




















こういうの欲しいなシリーズ

 
バスケット

日本でこういったバスケットの販売を目にする機会がすくないです。

やっぱりこういうのでピクニックに行きたいです。

 
 The Funtail picnic basket set COTSWOLDS Trunk コッツウォルズ　ピクニックバスケット セット　トランク型4人用      

 ¥69300 税込

The Funtail　　http://www.funtail.com/basket.html

さすがです。イギリスの職人が作ってるだけあります。

こんなのでお母さんにピクニックに連れてってもらいたかったな。

  
上の商品は結構なお値段ですので、こちらのバスケットにいろいろ詰めちゃうっていうのはいかが

でしょうか。

ピクニックバスケット
SIZE　32.5×25×H16.5cm

¥1,050
Salut　　http://www.salut-web.jp/product/?p=1668

 
安くてかわいいものがたくさんあるＳａｌｕｔは、インテリアで困ったときにも重宝します。

基本の価格が¥1,000前後だから、お財布にも優しいです。

http://www.funtail.com/basket.html
http://www.salut-web.jp/product/?p=1668


 
 

【バスケットの中に詰めたいＧＯＯＤＳ】

 
紙皿セット

見た目は高級そうなお皿だけど、これ、実は紙でできてるんです。

中皿：¥483（税込）６枚入　など
素敵なデザインでできているのに、意外と安いです。

お皿から茶碗、コップ、フォークまでこちらで全部そろいます。

WASARA　http://wasara.shop-pro.jp/

 
ラグ

布のラグは結構どこでも売ってます。

かわいいラグは、それだけでピクニックがおしゃれになります。

ずっと使うラグなので、少しお値段が張ってもオシャレな柄が欲しいです。

ファブリック

¥12.000/m
marimekko　http://www.marimekko.jp/products/view/Joonas_Tempotest-923

※ちなみに、敷物で暖色を使うと、虫が登って来やすいですので、寒色系がよろしいかと思います。

 
 
 
 
 
 

http://wasara.shop-pro.jp/
http://www.marimekko.jp/products/view/Joonas_Tempotest-923


 ワイン
ピクニックにチーズとワイン・・・

あぁ至福の時。

見た目がランプみたいだけど、こちら、ワインなんですって。

４つに分かれてグラスとしてそのまま飲めるので、便利だし斬新的発想にわくわくしちゃいます。

ただ、こちら日本ではまだ未発売。

STACKED　http://stackedwines.com/ 

 
日傘

ピクニックには日傘が必須です。

最初は木陰でも、お日様は動くからそのうち日向になるんです。

そんなときに、日傘をサッと出して日陰を作りましょう。

熱中症予防です。

ナタリーレテ　傘

¥8,820（税込）

MASHNOTE　http://mashnote.jp/?pid=40478236
こちらのショップさんは、いろんなかわいい雑貨があります。

かわいくてうずうずしちゃうショップです。 

 

http://stackedwines.com/
http://mashnote.jp/?pid=40478236




新宿御苑を心から楽しむためにルールを守りましょう。

＊新宿御苑での禁止事項＊

■飲酒、アルコール類の持ち込み

■指定場所以外での喫煙

■ボールやフリスビー、バドミントンなどの遊具の使用

■ランタン等火気の持ち込み

■楽器やラジカセ等の使用

■イスやテーブル等の使用

■ペットの持ち込み

■動植物の採取・持ち込みおよび餌やり

詳しい情報は新宿御苑HPをご確認ください。
http://www.env.go.jp/garden/shinjukugyoen/index.html

http://www.env.go.jp/garden/shinjukugyoen/index.html




購入したはいいけれど、自分の体にあわなかったり、

   もう少しこうだったらいいのになんていう事が結構あったりするもの。

「だったら好きな様にしちゃいましょ」

という事でここではワタクシが勝手に様々なモノをカスタムしていこうと思っております。

 
　第1弾は青のチュニック。

＊before＊

 

3種類の生地でリボンをたくさん作ってみました。

このこ達がどのように変身してくれるのだろう。

ﾁｸﾁｸﾁｸﾁｸﾁｸﾁｸﾁｸﾁｸﾁｸﾁｸﾁｸﾁｸﾁｸﾁｸﾁｸﾌｩ〜ﾁｸﾁｸﾁｸﾁｸﾁｸﾁｸﾁｸﾌｩ〜ﾁｸﾁｸﾁｸﾁｸﾁｸﾁｸﾁｸﾁｸﾁｸﾁｸﾁｸﾁｸﾁｸﾁｸﾁｸﾁｸﾁｸﾁｸﾁｸﾁｸﾁｸﾁｸﾃﾞｷﾀｰｰ

＊after＊



【製作材料】

チュニック around¥3000（ZARA BASIC)
生地：ドット柄¥480/m、チェック柄¥480/m、無地イエロー¥380/m(全てTOA)

ペタシャムリボン¥200/m(東急ハンズ）



 袖に広がりが欲しかったので、肘あたりから袖周りまでドット柄を入れて。
襟元を広げてネイビーのペタシャムリボンを縫い付け。

たくさんのリボン達は襟周りに繋げてみました。こちらも中心にペタシャム。

　　　　 　　　　　　

個人的にはあまり持っていないポップなアイテムに変身。

楽しい場所で更に気分を高めてくれるいい相棒になりそう。

ファストファッションで購入したものでも、

自分で手を加える事によって愛着がどんどん湧いて大切な一着になるのです。

＊製作裏話（軽く言訳）＊

久しぶりに洋服の大幅カスタム。全ての材料を揃えて、いざ始めようと思ったら…
ワタクシ、ミシンを持っていなかったー！！！ひたすらに手縫い手縫い。

多少（？）縫い目が見えてしまっていますが、そこはご愛嬌！

てことで見過ごして頂ければこれ幸いです。

ミシン、買います…







あれは20年前の大晦日

釘づけになる映画に出会ってしまった 
 
 

 
ミュージカル映画

THOROUGHLY MODERN MILLIE
モダン・ミリー

 
舞台は狂乱の1920年代のNY

 
カールした髪をバッサリ切ってショートカットが流行する時代

 
大きな胸はネックレスが決まらないので

コルセットで小さくする時代

 
たくさんのフラッパーガールであふれるNY

 
 



 
 

そんな激動の時代背景の中で力強く生きるモダンガール　ミリーの物語

 
  

ミリーが宿泊しているホテルや会社や友人たちの繰り広げるコメディミュージカルはとにかく楽しい

 
ダンスをしないと動かないエレベーター　　　　　　　　　女優を目指す世間知らずのドロシー

 　　　　　　　　　
人生をたっぷり楽しむ大富豪の未亡人マギー

　

 ダンスが上手で楽天主義のジミー　　　　　　　　かっこいいけど肝心な時に寝てしまう上司トレバー

 　　　　　　　　 　

 
 



恋愛あり　冒険あり　お仕事バリバリ

 
中毒性のある映画

愛とは　お金とは・・・

ちょっと考えさせられるし

落ちも好きｗ

 
音楽はアカデミー賞を受賞しているし、

2002年にブロードウェイでミュージカルにもなった作品なので、見やすいと思います。

ブロードウェイ版モダンミリーの看板

♪おしゃれ♪

 
ファッションは巡るというが、

この映画を見てから、20年代のファッションが華開く時代がまたくると信じていた！
やっと来た〜♪という気持ちになったのは、ここ数年。

 
レンタルはマニアックそうなレンタルビデオ屋さんに行ってもないです。

ミュージカル好きはもちろん、ミュージカルが苦手って人にもお勧め！

ぜひとも見てほしい一本です

－MACHIKO－

 
THROUGHLY MODERN MILLIE　DVD

amazon　¥890〜（2012.5/10時点）
http://www.amazon.co.jp/dp/B0002Y4IUM

【出演者】

ミリー：　ジュリー・アンドリュース（サウンドオブユージック）

ジミー：　ジェームズ・フォックス（チャーリーとチョコレート工場）

ドロシー：　メアリー・タイラー・ムーア　　　　マギー：　キャロル・チャニング　　トレバー：　ジョン・ギャビン（

サイコ）

ホテルの中国人：　ノリユキ・パット・モリタ（ベストキッド）

http://www.amazon.co.jp/dp/B0002Y4IUM


Nujabes
Spiritual State

便利な世の中になってもので

欲しい時に欲しい曲だけ手に入れられる時代ですが

これはCD買わなければ！
 

久しぶりに買った最近のNo1 Nujabes。
 

天気のいい昼下がりに。

静かに雨の降る夜に。

 
彼の遺作となってしまった訳ですが

最後にふさわしい作品かな、と。

http://www.hydeout-tribe.net/store/products/detail.php?product_id=115

2010年にこの世を去った、トラックメーカーnujabes。
彼のレーベルHyde Out Productionsはこのアルバムについてこう語っている。

『残念ながら nujabesの急逝によりこのアルバムは未完となってしまったが、
彼が渾身の力を注いで紡ぎあげてきた魂の分身とも言うべき作品たちは

今も尚その眩い光とメッセージを放ち続けている。』

聞く側にもしっかりと彼のメッセージは届き続けている。

http://www.hydeout-tribe.net/store/products/detail.php?product_id=115


上出長右衛門窯 × ハイメ・アジョン

数年前、何気なく見ていたデザインイベントのレポートで一目惚れをした。

それが、これ。

Jaime Hayon×KUTANI CHOEMON
（上）雨だれ¥26,250　（左下）花¥31,500　（右下）太縞¥21,000

これ、醤油さしなんです！

こんな愛嬌溢れるかわいこちゃんが食卓にいて、

しかもクチバシから我々の大好きな焼き魚なんかに醤油を注いでくれるわけですよ。

自分の仕事を終えてもテーブルにちょこんといて

「僕、言ってくれればまたいつでも出動するよ？」

と食事を温かく見守ってくれるに違いない。

楽しい食卓が容易に想像できちゃいますよね。

発表当時は販売未定となっていたが、現在は購入可能。

＊＊＊

ハイメ・アジョン（Jaime Hayon）

スペイン、マドリード出身のアーティスト・デザイナー。1974年生まれ。
独特の世界観で個性的な作品を作り続け、世界から注目を集める。

九谷焼の他にも、バカラ、ゴディバ等数々のブランドでもデザインを手がけている。

2006年にリヤドロのアートディレクターに就任。カンペール表参道のショップをデザインしたことでも知られる。
http://hayonstudio.com/

http://hayonstudio.com/


＊＊＊

そんなハイメ氏が九谷焼窯元の上出長右衛門窯と新しい和食器を創り出しました。

もちろん醤油さし以外にもございますよ。少しだけご紹介。

  
　　　　　　　　　　　　蓋付小吸物　格子に波   ¥21,000　　　　　       　徳利　ラッパ型　縞に木瓜　朱巻　¥18,900

花器（大）　幾何学文様  ¥1,500,000

どの作品もハイメ・アジョンの世界から溢れる色と九谷焼の綺麗な色で

心をキュンとさせてくれるものになっております。

ユーモアがあってそしてなんだか親しみが湧く。和ませてくれるペットみたい。

大切な時間を過ごす家にもcolorfulを。

Jaime Hayon×KUTANI CHOEMON
http://www.choemonshop.com/jaime_top.html

＊個人的には花器をワンクリックで買えてしまうようなレベルの経済状態に自分を持っていきたいと思う今日この頃です。

http://www.choemonshop.com/jaime_top.html


 





 
　　　　　まごころダイニング伸

　　　　　住所　東京都渋谷区幡ヶ谷３丁目２１の４　２F　
　　　　　地図　http://g.co/maps/sje5k
　　　　　電話　０３−３３７８−００２７
　　　　　開店　１７：００〜２３：００　不定休

　　　　　交通　都営新宿線　幡ヶ谷駅　徒歩５〜１０分

　　　　　　　　　新宿から京王バス２０番乗り場から乗車　「七号通り」下車　徒歩３０秒

　　　　　

　　　　　　店長から一言

　　　　　　　　　　

 　　　　　ブログもやってます http://ameblo.jp/magokoro-shin/
 

http://g.co/maps/sje5k
http://ameblo.jp/magokoro-shin/
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